
●理事⻑︓齋藤 孝次 先⽣
●院⻑︓原⽥ 英之 先⽣
●開設︓2007年12⽉1⽇
●所在地︓北海道釧路市愛国191-212
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 社会医療法⼈孝仁会は、⼼臓病を中⼼に⾼度な急性期医療を提供する
北海道⼤野記念病院、北海道東部地域（道東）で唯⼀の回復期リハビリ
テーション病棟を持つ星が浦病院、運動器疾患の医療を専門としながら
地域包括ケア病棟も展開する札幌第⼀病院、透析ベッドを３床持つ知床
らうす国⺠健康保険診療所など８つの医療機関と、⽼⼈保健施設、介護
付き有料⽼⼈ホーム、グループホーム、居宅介護⽀援事業所など13の介
護事業所からなり、釧路孝仁会記念病院はその基幹施設に位置づけられ
ている。

 同院は「患者様が安⼼してかかれる、患者様を安⼼してあずけられる
病院をめざします」という社会医療法⼈孝仁会の理念のもと2007年12⽉
に開設された。以来、三⼤疾病を中⼼に、24時間体制の救急医療を含め
た急性期医療と予防事業を展開。北海道東部（道東）で唯⼀のPET-CTを
有する病院としてがんの診断で⼤きな⼒を発揮するなど、地域に頼られ
る存在となっている。 

 救急医療の中でも、ドクターヘリを運航していることは同院の⼤きな
特徴といえる。敷地内にドクターヘリ専⽤のヘリポートを設置し、ヘリ格納庫、給油施設も備えている。 
 「道東ドクターヘリは２病院体制で運航させており、基地病院は市⽴釧路総合病院で、ヘリは週５⽇間、市⽴
病院に待機します。当院は基幹連携病院となっており、週２⽇、ヘリを待機させています。ただし市⽴病院のヘ
リポートは屋上にあるため天候などの影響で使⽤できない場合もありますから、そういうときは当院の地上へリ
ポートが便利です。いずれにしろ道東地域は非常に広域なので、ドクターヘリを運航させることによる効果はと
ても⾼いのです」と話すのは、釧路孝仁会記念病院の原⽥英之院⻑だ。

 「ヘリのスピードは救急⾞の約５倍。医師や看護師が迅速に現場に到着して応急処置を⾏うことで患者さんの
救命率をアップさせると同時に、最適な病院に搬送して治療を⾏うことで後遺症の軽減にもつなげています」と
原⽥院⻑は⾔う。ドクターヘリによる年間の出動数は約500件にのぼる。 

 同院が透析医療を開始したのは開院間もなくのことだ。⾼齢化や糖尿病患者の増加により、腎不全患者が増
え、透析のニーズが⾼まっていた割には地域全体に透析ベッドが不⾜していたことから、その不⾜を少しでも補
うべく同院でも透析を⾏うようになったという。三⼤疾病中⼼という同院の特徴もあって腎臓内科はもともとな
く、透析医療は循環器内科と⼼臓⾎管外科が担当している。 

 「透析患者さんには、脳疾患、⼼臓疾患を合併する⼈が少なくありません。当院はこうした疾患には⾼い専門
性を持って対応していますので、そういう意味では患者さんに安⼼感を与えることもできているのではないかと
思います」と原⽥院⻑は現状を説明する。 
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齋藤  
透析७ンター ७ンター⻑

ৣ ෑౘ 
ಏ床ੵ৾部ୖ⻑

星 三ఱ 
看護部ୖ⻑
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 透析७ンターは病院の２మにある。透析ベッドは20床。このうठ３床
にはड़ンছॖン+')（+HPR 'LDO\VLV )LOWUDWLRQ︓⾎ัૌ透析）対応
の透析ಎ置をଦ備している。循環器内科部⻑でもある齋藤७ンター
⻑によれय、७ンター開設時は10床だったが間もなくどうしても⾜りな
くなり、2010年12⽉に増床して20床にしたという。 

 現在、釧路市内で透析を⾏っている医療機関は、同院はगめ市⽴釧路
総合病院、釧路ેஊ病院など総合病院を含めても数施設にとどまって
いる。齋藤७ンター⻑は、「これらの病院がढ़ংーしている広⼤な地域
の⼈ઠなどをઅえると、透析ベッドはいまだに不⾜していると⾔ॎざる
をえません。医療機関の透析が連携して、なるべくそれझれの患者
さんがৢいやすい場所にベッドをન保できるように৹ତし合ったりもし
ているのですが、ેীな対応をするのはなかなかしいものです。当院
の患者さんにもൺ道２時間くらいかかっている⼈が少なくありません」
と地域の事ੲを話す。 

 なお、同院ではシকントୗ設、PT$（PHUFXWDQHRXV TUDQVOXPLQDO 
$QJLRSODVW\︓৽ຜ৽管⾎管成）、合併症治療など透析に関連する
ऺぼすべての医療が院内でৰ施૭ચで、院の患者がシকントトছঈル
や合併症などの治療৯で同院にງ介されてくることもある。PT$のৰ
施件数は年間120件ங度、シকントୗ設（ৗૠ؞ગୗ設）は年間100件ங
度。うठ約８割はグループ外の施設からのൂ頼である。 

 透析スケ४গールは⽉؞؞স、ౌ؞؞ଅともにଏ（��、（ع30
ଏ後（13�時間が基মで、ৢ院の所ਏڰの２クール。透析時間は（ع00
時間などをઅൟするとこれ以上భयせないのが現状だ。 

 透析७ンターでは、⼀ಹの外来透析患者をਭけোれながら、透析の
ਏな患者がো院した場合のベッドや⾏透析（くॎしくは後）⽤の
ベッドもન保している。透析患者数は外来が201�年11⽉現在��、ো
院が10りで。ো院透析患者にはPT$など透析関連のऺか、脳や
⼼臓の病ਞで専門な治療をਭけるために科にো院している患者など
も含まれる。透析患者の年齢は71�3ୃである。 

 「ো院している患者さんにもৢ常は外来透析の時間ఝに病棟から動
してきていただくのですが、⾎ಓの動が⼤きい、出⾎のリスクが⾼い
など、状ଙが安していない場合は,C8での透析になる場合もあります。
当院では,C8にも⼈⽤の透析ಎ置を備しており、ர⾎ัཱི化療法を
⾏えるようになっています」と齋藤७ンター⻑が説明する。 

 透析७ンターの⼈৩ଦ置は、医師がに循環器内科と⼼臓⾎管外科
で、看護師はڳ、看護ஃুڭ。ಏ床ੵ৾ૼは院内全体で14お
り、⽇ओとの担当制で透析७ンターにもඐਜしている。透析ૼੳ
のৱ格は看護師ڭとಏ床ੵ৾ૼڳが੭ੋा。০後もこの数は増
やしていく্ଉだ。 

 ಏ床ੵ৾部ୖ⻑のৣෑౘಏ床ੵ৾ૼは、「⼀⽇をৢしてওॖンの
担当者は２ଦ置していますが、透析७ンターが႞しくなる時間ఝには
ऺかの担当業ਜからಏ床ੵ৾ૼがૐまってきてૐ中して透析業ਜを⾏
うようになっています。⑩ඵはஎたठಏ床ੵ৾ૼのல事。あとは機器
のનੳなどを⾏い、透析が開始されठ着くとまた院内の担当部౧に
ങっていくのが⽇ୖです」と、ಏ床ੵ৾部の体制をງ介する。 
 また、看護部ୖ⻑の星三ఱ看護師は、「எたठはৢ常、透析を$ইটアとڷইটアの２つにীけ、ইট
アに２の看護師を置き、10床ずつ担当しています」と看護師の業ਜのல্をງ介する。

外来透析患者に関しては、఼⾎を⽉ڭ回、部ঞント।ンを⽉ڭ回、⼼ग़॥ー、⼼ਗ਼、部CT、ഡ度、
$%,（$QNOH %UDFKLDO PUHVVXUH ,QGH[︓⾜関ත上ฏ⾎ಓૻ）、6PP（6NLQ PHUIXVLRQ PUHVVXUH︓ຜჹ᪶ಓ
）を年ڭ回、ऺかに患者رの状ଙに合ॎせて⼼ग़॥ーのᄄ度を増やしたり、部ग़॥ーなどもৰ施して、合
併症予防にめている。 
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透析७ンター。10床ずつ$ইটアとڷই
টアにীかれている。ベッド間࿒はૻຎ
ॅったりしており、ベッドにアーム
テঞビを設置

内全体をৄநせるスタッইステーショ
ン

ベッドにڭずつ透析管理システム
「6TEP,,」をಎえたঀートঃ९॥ンをଦ
備

ၷに管理された機༊ ৹ද॥ーॼーも備

待合。ൕંやঃンইঞットによるੲ
ਾ提供の場としても機ચ

患者ڭ⼈につきڭつずつჶつきのটッ
ढ़ーを提供

くॎしい病状説明などを⾏うときに使⽤
する,Cが透析७ンター内にある

PT$などを⾏うढ़テーテル
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 同院では⾏透析もாにਭけোれている。「透析施設が少ないですし、⾏透析をਭけোれられるベッド
数はられており、なるべく断らないことをঔットーにしています」と齋藤७ンター⻑。星看護師も、「当院で
予約がとれると、ِৰは５施設৯なんですّなどと、予約にౙௌした事ੲを話される患者さんもおられます。そ
ういうとき、断れないなと感गます」と話す。 

 ⾏透析では、⼈ੵ透析業ਜ総合⽀援システムとしてোしている「6TEP,,」への患者基মੲਾをো⼒する
ನ、原ಋにڭ週間までに、いつも利⽤している医療機関から透析件などをই॓ックスで送ってもらうこと
になっているが、予約ঽ体はかなりからਭけ付けており、⼤連೬にషを予している⼈などは、年くら
いにఄ⾏機の格安ॳケットを予約し、その⽇ஙに合ॎせて透析の予約をোれる場合もいという。 
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ၴが対応しても同ग内ઍでਗ਼話対応できるように作成し
た「⾏透析ਭ付」

⾏透析患者ਭ付リストはढ़ঞンॲーૄでં

患者のৢ院先医療機関から提供された患者ੲਾをো⼒し
ো院透析や⾏透析の患者管理にણ⽤している

透析⽀援システムのスケ४গール管理機ચで⾏透析の
⽇ஙを管理している

 予約のには、ၴがਗ਼話応対しても同ग内ઍをཔできるように、નੳするඨ৯をリストアップし、「⾏透
析ਭ付」にまとめてある。それを使ってୂいた内ઍをুછきでওঔし、その後ঃ९॥ンにো⼒する。予約をਭ
けた後すएにো⼒しておけयનৰに記ஈがଋり、常にનੳできるので、⽇ஙや件の間ୀいを防एことができる
のである。⾏透析の⽇ஙは、管理はঐॖクট९ইト社のアク७スにてঽীで作成したものをણ⽤している。
その中には「⾏透析患者予」や「患者基মੲਾ」などのॹータがোっている。「⾏透析患者ਭ付リスト」
はढ़ঞンॲーૄで⽉ओとにまとめ、当⽉にはり出してၴもがいつでもનੳできるようにしている。 

 院内の施設やৱ౫で⾏透析の患者の透析件に合ॎせられないことはまずないという。ৣಏ床ੵ৾ૼ
は、「たとえय、ॲॖアছॖ२ーなどまったく同गものがない場合は、⼤きさやჍのಞ౫などを合ॎせるように
しています。そうすることで当院にあるもので৻౹できます」と説明し、「⾏透析だからといって当院の患者
さんと対応が特にॎることはありませんが、いつもとୀう場所ということでಸする患者さんもおられると思
いますので、おいしいおや௴所などを話にしてリছックスしていただくようにめています。⾏者の
্からಗにੲਾをいただくこともあります」と、患者とのঽேな॥গニケーションを⼼がけている。 

 ⾏透析の利⽤者は、2011年が4�⼈、2012年が7�⼈、以ఋ2015年まで、�0⼈、59⼈、55⼈と॥ンスタン
トにਭけোれている。特に⾏者のかった2012年は、透析件数にすると119件、８⽉だけで40件をਭけোれ
た。

。回利⽤されたり、リピーターとなってશのఛතにも利⽤されたりڰ、の患者さんが北海道在中に３⼈ڭ」 
そういうことがなると件数がくなります」とৣಏ床ੵ৾ૼ。予約者がなってベッド数が⾜りなくなっ
たこともૌுにはあり、「ো院患者さんに⽇をಌしていただくなど৹ତにౙௌしました」と星看護師がஷり
ନる。それでも、したৢり、ঽীたठがਭけোれなけれयあとがないことをਘく意し、断らない্ଉをම
持している。 
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 りନしછいているように、透析ベッドの不⾜は౯めない事ৰであり、10床から20床に増やした同院でも、
まだ⾜りないと感गるときはしयしयあるという。しかし、患者の⾼齢化などをઅえると、にベッドを増やせ
यよいとはいえない。そこでP'（PHULWRQHDO 'LDO\VLV︓Ⴭ透析）をတする動きも透析関連施設間では出て
きているのだが、ຩ⼼の患者がP'を৭උしないケースがく、なかなかਤまないのがৰੲという。 
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 齋藤७ンター⻑もP'ই॓ーストをਤしたいઅえを持っており、োには+'（+HPRGLDO\VLV︓⾎ั透
析）と合ॎせてP'やについてもしっかり説明している。「透析োがづいてきた患者さんには、外来で
もりନし治療法について説明しますし、P'については病棟看護師からもງ介してもらっているのですが、
それでもなかなかP'は৭උされません。ओੇఔのੈ⼒が੭られないという患者さんもいのです」と⾔う。 

 現在、同院でP'を⾏っている患者はڰ。うठڭはP'のा。ଋり３は+'との併⽤で、週にڭ回ৢ院し
ている。「P'の効率がபい্、⻑くP'を⾏いたいという্などに、Ⴭを೬める意味もこめて併⽤をおすすめ
しています。中にはP'を始めてڳ年になる患者さんもいます」と齋藤७ンター⻑が⾔う。 

 腎をൌする患者に関しては、地域で医療にりੌんでいる市⽴病院にງ介している。これまでにງ
介した２は、提供された腎臓が適合せず、ৰ施にはඹらなかったが、ਬきਢきൌ者の⽀援はਢけていくઅえだ。
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ইットケアはに院⻑がଁ括しており、診療ਾີで「ৣ࿔ଜᎇ動ဿ疾患管理加」がৗ設された201�年
よりもずっと以から、期に$%,や6PPなどのਫ਼ਪを⾏って状ଙを管理し、ৣ࿔病のப化を防एり⽉ڰ
ੌाを⾏っている。 

 星看護師によると、現在はৗૠの透析患者に対してはず「⾜のॳख़ック」「ইットケアॳख़ック」といっ
たॳख़ックシートを⽤いたॳख़ックを⾏い、その後は⽉、同गを⽤いたॳख़ックをಲਢしている。「以は
糖尿病の有૮、⾎⾏૩の有૮などにより、ॳख़ックのᄄ度をえていたのですが、加がとれるようになった
ことで、全৩同गᄄ度で⾜のॳख़ックとইットケアを⾏えるようになったのはଐかったと思います」と加ৗ設
のওリットをୁる。 

 看護師が⾜をॳख़ックして୦かਞづいた場合はすएに医師にえてંをਭけ、ਏなケアを⾏う。「専門
な処置がਏな場合や、アンプタ（ৣ࿔જ断）をਫ਼ୈするようなケースでは、⼼臓⾎管外科に担当してもらいま
す。また、当院にはない成外科による治療がਏな場合は、院にງ介してਭ診していただくようにしていま
す」と星看護師が患者の状ଙに応गて対応する様をງ介する。 

⽉の⾜の管理に⽤いる「⾜のॳख़ック」と「ইットケアॳख़ック」
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 透析७ンターの業ਜに携ॎるスタッইのரढ़ンই॓ঞンスは⽉にڭ回のঌースで⾏っている。内ઍは症
ਫ਼ୈや関連する୩域のਘがだ。 
 ಏ床ੵ৾ૼஆで⾏っているઇણ動としては⑩ඵのธಫがある。ৣಏ床ੵ৾ૼは、「⑩ඵは患者さん
とのਦ頼関બをണくうえで非常に⼤事なポॖントです。ですからৗ⼈をな対に、まずはெを使ってଉのഓ
度やฌ⾎ఝのඕき্などをਘしてもらい、あるங度できるようになったらスタッইのฏを使ってৰಆを⾏って
もらいます。ฏを提供するஎたठはਫઉ、൱いのですが、ৗ⼈ઇのためにはこれが⼀と思ってਢけていま
す」とりੌाをງ介する。 
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 ⼀্看護師は、ಢ時間であっても⽇ढ़ンই॓ঞンスを⾏うことをଳしており、週に⼀度はಏ床ੵ৾ૼを
ઐえたढ़ンই॓ঞンスを⾏って、ੲਾઐఌを⾏うなかでスय़ルアップも৯している。 
 また、⾎ัਫ਼ਪのॹータに関⼼を持ठ、数கをഭि⼒を⾼めながら病状のী析や患者にણかしているのも
同院の看護師の特徴といえる。「たとえय⾎ัਫ਼ਪのॹータをৄて、リンやढ़リक़ムが⾼い場合は、すएに患者
さんのところへ⾏ってِ୦を୫べたのّءとનੳします。するとِઆఽ൏を୫べましたّなどと௦えがନって
きて、ِ൏を୫べたら数கが上がったّという現ৰをુ有しながらができます。།⾎などについてもਞづ
けयすएに医師にৼし、対応してもらいますので、患者さんのખ応もଐいのです。ऺかにもP:,（PODVPD 
:DWHU ,QGH[︓透析後の⾎ั෯ೠ率）からドছॖक़ग़ॖトが適ਫかどうかをਖ਼断したりもしています。ॹー
タをഭिために⽇ႃからਘすることで、患者さんの⽣ણが୳൸でき、また、医師のંの意も理ੰしやすく
なります。எたठ看護師がॹータをഭिことの意ଝは⼤きいと感गます」と、星看護師が⼒説する。

 また、看護師、ಏ床ੵ৾ૼともに৾会加にはாで、⽇ম透析医৾会などওॖンの৾会では年ず発
している。৾会加の意ଝを齋藤७ンター⻑は、「から施設をৄ৾したりできるといいのですが、ଋ念
ながらそういう機会はऺとんどありません。ですから৾会に加して、いろいろな施設のりੌाやੵにඡれ
ることをଳしています。またঽীたठのりੌाを௬してもらうことも⼤事だと思っています」とୁる。同
院には、こうした৾会発にかかる৽ાを補ஃする制度があるので、たとえय৾会会場がృପなど೫্であって
も、⼈の担なく加できるのである。 
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 ০後のୖとして星看護師は、患者をげ、現在、ਏに応गてશに⾏っている౭ുを、管理౭ു
による回診のでৰ施することや、運動療法など、リハビリテーションにつながるもりোれていきたい
という。 

 「特にரで連携して⾏うણ動を増やせれयと思います。౭ു、ఇද師、リハビリスタッইなど、透析に
かかॎるいろいろなரが⼀ீとなって患者さんを⽀えていくためにも、ரढ़ンই॓ঞンスをౄৰさせてい
けたらと思います」とୁる。 

 また、಼૩対ੁとしてೂธಫのৰ施をઅえている。ৣಏ床ੵ৾ૼは、「釧路はもともと地൜のい地域
で、எঽମ、これまでに൜度ڲの地൜を２回৽ୡしています。地域がら、地൜への⼼ଡえや設備上の対ੁはそれ
なりにできています。あとはৰにକこったときに患者さんをどうාするか、という部ীをਘ化していきた
い。地൜の場合はஸణを୳して上మへ、ౌ事の場合は院外へのೂが原ಋ。そのためのธಫをしなけれयと思
います」と⾔う。 

 ಏ床ੵ৾部のୖとしては、機器のওンテॼンスૼをૼ⼀⼈ऱとりがମにつけることをげる。ப天候で
ઐৢිがまऱすることも少なくない道東では、ওーढ़ーのওンテॼンスにयかり頼っているॎけにはいかない。
部ષઐఌなどかなりの部ীをঽীたठで対応できる⼒をつけることがਏという。 

 最後に齋藤७ンター⻑は、০後について「⾼齢患者さんへの対応をどうするかが最も⼤きなテーঐです」と⾔
い、「ো時の年齢や健康状ଙをどうਖ਼断するかも含めて関બ者でਫ਼ୈすべき時৻に来ていると思います」と
తする。また、ো後の患者については、「できるかऍりニーズに応えたい」というのが基মિで、⻑時間
透析、ఽ間透析などにもൌがあれय、いつでも応えられる体制をତえておきたいという。 
 医療జ事者全体の不⾜など、同院や法⼈内だけではੰৠできないਖもあるが、ཎ在看護師のりକこしなど
も含めて⼈౫ન保に⼒をোれ、よりきめかい対応を⼼がけ、医療のସの持上にめたいઅえだ。 

透析७ンタースタッইのさん。
原⽥院⻑（ഔకから３৯）と齋藤७ンター⻑（ഔ中ఙ）を೧んで 6/6


